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 対象は、2020 年 5 月から 2021 年 2 月に 65 歳以上で要支援・要介護認定を受けた在宅
高齢者 30 名(男性 12 名，女性 18 名，平均年齢 80.5±7.7 歳)であった。  
睡眠評価には、睡眠覚醒判定機能を有するシート型体振動計の眠り SCAN(PARAMOUNT 
BED 社製)を使用し連続 1 週間の平均値をデータとして使用した。測定項目は睡眠時間
（分）、中途覚醒時間（分）、入眠潜時（分）、睡眠効率（％）とした。身体パフォーマ






ソフトは IBM SPSS Statistics Version24 を使用し、有意水準は 5%とした。  
【結果】  
対象者は、要支援 1： 4 名，要支援 2：12 名，要介護 1：7 名，要介護 2：5 名，要介
護 3：2 名であった。睡眠時間は 420.8±94.0 分、中途覚醒時間は 93.7±55.8 分、入眠
潜時は 18.6±7.9 分、睡眠効率は 77.7±12.0％、SPPB は 6.5±2.9 点であった。重回帰
分析の結果、 SPPB は睡眠効率(β＝0.426，p<0.05)と有意に独立した関連を示した。  
【考察】  
 本研究の結果、要介護高齢者の身体パフォーマンスが高いことと、睡眠効率が高いこ
とと関連することが明らかとなった。対象者の平均年齢が 83.5 歳の高齢者において、
睡眠効率が歩行速度と関連する報告があり，本研究も先行研究を支持する結果であっ
た。本研究においては睡眠効率と身体パフォーマンスの因果関係は明らかにすることが
できないため，縦断研究による検証が必要である。  
【倫理的配慮】  
 本研究の倫理的事項及び研究内容については、聖隷クリストファー大学の倫理審査委
員会に報告し、承認を得た。研究対象者には紙面および口頭で、研究目的、研究方法、
倫理的配慮事項、および安全性などについて事前に説明し同意を得た。  
